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木 村 徹 也

男

昭和37年4月10日生

東京大学法学部第二類卒業（昭和61年3月）

昭和60年外務公務員採用I種試験

京都府了

ドイツ語

氏 名

性 別

生年月日

学 歴

採用試験

出 身 地

研修語学

卜

外務省入省

在ドイツ日本国大使館一等書記官
在ドイツ日本国大使館 参事官

領事局海外邦人安全課邦人テロ対策室長

大臣官房国際社会協力部人権人道課長

総合外交政策局人権人道課長

国際連合日本政府代表部 参事官

国際連合日本政府代表部 公使

宮内庁東宮侍従

外務事務官 大臣官房

昭和61．

平成14．
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27．

文部科学事務官 スポーツ庁審議官（国際担当）

外務事務官 大臣官房

在ミュンヘン日本国総領事館 総領事

国際連合日本政府代表部 大使 、

大臣官房

特命全権大使 東ティモール国駐笥

29．
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